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１．概要（Summary） 

感光性樹脂の現像性評価を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

・LED描画システム 

・マスクアライナー 

・接触式膜厚測定器 

【実験方法】 

LED 描画システムにて所定のパターンのクロム蒸着フ

ォトマスクを作成した。 

感光性樹脂ワニスを所定膜厚でシリコンウェハー上に

塗布し、プリベークした後、マスクアライナーにて露光した。 

その後、現像液に所定時間浸漬させ、リンス・乾燥を行っ

た(Fig. 1)。その後、触針式段差計と顕微鏡画像にて表

面観察を行い、感光性樹脂の現像性を評価した。 

 

 

 

 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 2, 3に示すように、開発品のネガ型感応性樹脂の

パターンを確認できた。（黒部が樹脂部分） 

検討初期は樹脂の溶解や剥離が観察され、所望のパ

ターニングを行うことができなかった(Fig. 2)。架橋不足に

よる硬化不良と推測されたため、分子量制御と構造最適

化等の樹脂設計により架橋点を増やしたところ、硬化性が

改善された。併せて、添加剤等のフォーミュレーションによ

って基板との密着性や現像液との相溶性を改善させ、露

光現像性を向上することが確認できた。（Fig. 3） 

更なる条件最適化を行うことで、より微細なパターニン

グが可能になると見込まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし 

 

６．関連特許（Patent） 

出願中 

Fig.2 pattern before Improvement 

Fig.3 pattern after improvement 

Fig. 1 evaluation process 


